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■
令
和
7
年
度
林
野
関
係
予
算

令
和
７
年
度
林
野
庁
関
連
の
予
算
案
が
12
月

27
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
総
額
３
、０
６
８
億

円
（
３
、０
０
３
億
円
）、
6
年
度
補
正
追
加
額

１
、４
１
６
億
円
を
加
え
る
と
、
４
、４
８
４
億

円
と
な
る
。
内
訳
は
、
公
共
事
業
の
森
林
整
備

事
業
が
１
、２
５
６
億
円
（
１
、２
５
４
億
円
）、

治
山
事
業
が
６
２
５
億
円
（
６
２
４
億
円
）、

災
害
復
旧
等
事
業
が
93
億
円
（
１
０
５
億
円
）。

非
公
共
事
業
が
１
、０
９
５
億
円
（
１
、０
２
１

億
円
）
と
な
っ
た
。

※
（　

）
内
は
令
和
６
年
度
当
初
予
算
額
。

令
和
７
年
度
予
算
の
重
点
事
項
か
ら
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
・
花
粉
症
解
決
に

向
け
た
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
総
合
対
策
」

の
概
要
を
以
下
に
抜
粋
し
て
紹
介
す
る
。

①
　
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
グ
リ
ー
ン
成
長

総
合
対
策
　
１
４
４
億
円
（
１
４
４
億
円
）

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
し
、
花
粉

発
生
量
の
削
減
に
も
資
す
る
よ
う
、
川
上
か
ら

川
下
ま
で
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
政
策
を

総
合
的
に
推
進

ア
　
森
林
の
集
約
化
モ
デ
ル
地
域
実
証
事
業

　
５
億
円
（
－
）

市
町
村
、
都
道
府
県
、
森
林
所
有
者
、
森
林

組
合
、
林
業
経
営
体
、
川
中
・
川
下
事
業
者
等

の
関
係
者
が
、
所
有
者
不
明
森
林
を
含
め
、
循

環
利
用
に
取
り
組
む
経
営
体
へ
森
林
の
集
積
・

集
約
化
を
進
め
る
た
め
の
、
地
域
の
森
林
の
将

来
像
の
作
成
・
共
有
、
境
界
確
定
、
関
係
者
間

で
の
デ
ジ
タ
ル
森
林
情
報
の
共
有
等
を
支
援

イ
　
林
業
・
木
材
産
業
循
環
成
長
対
策

　
62
億
円
（
65
億
円
）

路
網
の
整
備
・
機
能
強
化
、
搬
出
間
伐
の
実

施
、再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
、エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

の
安
定
供
給
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
と
と

も
に
、
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
や
木
造
公

共
建
築
物
の
整
備
、
森
林
由
来
Ｊ
－
ク
レ
ジ
ッ

ト
等
森
林
価
値
の
活
用
等
を
支
援

ウ
　
林
業
デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合

対
策
　
３
億
円
（
４
億
円
）

林
業
機
械
の
自
動
化
・
遠
隔
操
作
化
技
術
や

森
林
内
の
通
信
技
術
・
木
質
系
新
素
材
の
開

発
・
実
証
、
先
進
技
術
を
活
用
す
る
技
術
者
の

育
成
、
地
域
一
体
で
林
業
活
動
に
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
フ
ル
活
用
す
る
戦
略
拠
点
の
構
築
等
を
支

援エ
　
建
築
用
木
材
供
給
・
利
用
強
化
対
策

　
10
億
円
（
10
億
円
）

木
造
中
層
建
築
物
に
係
る
設
計
や
木
質
耐
火

部
材
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
技
術
開
発
、
製
材
や

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
を
用
い
た
建
築
物
の
低
コ
ス
ト
化
に

向
け
た
技
術
開
発
や
設
計
・
建
築
実
証
、
木
造

建
築
物
の
設
計
者
・
施
工
者
の
育
成
等
を
支
援

オ
　
木
材
需
要
の
創
出
・
輸
出
力
強
化
対
策

　
３
億
円
（
３
億
円
）

地
域
の
取
組
に
対
す
る
木
材
利
用
の
専
門
家

派
遣
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
輸
出
促
進
、
合
法
伐
採
木

材
の
利
用
促
進
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し

た
「
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
展
開
、
特
用

林
産
物
の
需
要
拡
大
等
を
支
援

カ
　
森
林
・
林
業
担
い
手
育
成
総
合
対
策

　
47
億
円
（
47
億
円
）

「
緑
の
雇
用
」
事
業
に
よ
る
新
規
就
業
者
へ

の
体
系
的
な
研
修
、
林
業
大
学
校
で
学
ぶ
就
業

前
の
青
年
へ
の
給
付
金
給
付
、
高
校
生
の
林
業

体
験
学
習
や
女
性
の
活
躍
促
進
、
森
林
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
育
成
、
林
業
経
営
体
の
安
全
診
断
な
ど

の
労
働
安
全
対
策
等
の
取
組
を
支
援

キ
　
林
業
・
木
材
産
業
金
融
対
策

　
４
億
円
（
４
億
円
）

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
が
行
う
機

械
導
入
・
施
設
整
備
に
対
す
る
融
資
の
円
滑
化

を
支
援

ク
　
森
林
・
山
村
地
域
活
性
化
振
興
対
策

　
10
億
円
（
９
億
円
）

里
山
林
の
整
備
・
活
用
に
取
り
組
む
組
織
の

確
保
・
育
成
、「
半
林
半
Ｘ
」
を
含
む
活
動
の

実
践
に
よ
る
山
村
地
域
活
性
化
を
支
援

②
　
花
粉
症
解
決
に
向
け
た
緊
急
総
合
対
策

　
６
年
度
補
正
予
算
　
57
億
円

国
民
の
４
割
以
上
が
患
っ
て
い
る
花
粉
症
が

深
刻
な
社
会
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
国
民
の

安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐

採
・
植
替
え
等
の
加
速
化
、
ス
ギ
材
需
要
の
拡

大
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
生
産
拡
大
、
林
業

の
生
産
性
向
上
及
び
労
働
力
の
確
保
、
花
粉
飛

散
量
の
予
測
・
飛
散
防
止
、
ス
ギ
花
粉
米
の
実

用
化
に
向
け
た
安
全
性
・
有
効
性
の
検
証
の
取

組
を
推
進

③
　
森
林
整
備
事
業
〈
公
共
〉

　
１
、２
５
６
億
円
（
１
、２
５
４
億
円
）

森
林
吸
収
源
の
機
能
強
化
・
国
土
強
靱
化
に

向
け
た
間
伐
、
主
伐
後
の
再
造
林
、
幹
線
と
な

る
林
道
の
開
設
・
改
良
等
の
推
進
に
加
え
、
花

粉
発
生
源
対
策
と
し
て
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・

植
替
え
、
路
網
整
備
等
を
推
進

④
　
治
山
事
業
〈
公
共
〉

　
６
２
５
億
円
（
６
２
４
億
円
）

豪
雨
・
地
震
等
に
起
因
す
る
山
地
災
害
か
ら

国
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
令
和
６
年

能
登
半
島
地
震
で
得
ら
れ
た
教
訓
等
を
踏
ま
え

た
避
難
路
を
保
全
す
る
治
山
対
策
の
強
化
な

ど
、
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
取
組
等
を
推
進

⑤
　
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
〈
公
共
〉

　
７
６
２
億
円
（
７
７
０
億
円
）

地
方
の
裁
量
に
よ
っ
て
実
施
す
る
農
林
水
産

業
の
基
盤
整
備
や
農
山
漁
村
の
防
災
・
減
災
対

策
に
必
要
な
交
付
金
を
交
付

■
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の

構
築
に
向
け
た
需
給
情
報
連
絡

協
議
会
が
開
催

令
和
６
年
度
の
需
給
情
報
連
絡
協
議
会
が
全

国
７
地
区
で
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。
持
続
可
能
な
国
産
材
供
給
の
た
め
に
必

要
な
再
造
林
に
つ
い
て
森
林
所
有
者
が
躊
躇
す

る
状
況
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
は
木
材

の
需
給
動
向
に
加
え
て
「
木
材
取
引
の
現
状
」

と
「
再
造
林
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
を
議
題
と
し
、
丸
太
価
格
、
木
材
取
引

の
現
状
、
木
材
生
産
や
再
造
林
の
経
費
、
経
費

の
価
格
転
嫁
等
の
状
況
等
に
つ
い
て
も
情
報
共

有
・
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

○
近
畿
中
国
地
区
協
議
会

令
和
７
年
１
月
20
日
に
近
畿
中
国
地
区
需
給

情
報
連
絡
協
議
会
（
西
垣
泰
幸
会
長
、
事
務
局　

全市連のホームページアドレス　http.//www.zennichiren.com



（第802号）　� 令和 7年 2月 1日（2）全　市　連　時　報
西
垣
林
業
（
株
））
を
開
催
。
座
長
は
坂
野
上

な
お
京
都
大
学
講
師
が
務
め
た
。
西
垣
会
長
は

「
農
産
物
で
は
安
定
供
給
の
コ
ス
ト
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
の
値
上
げ
行
わ
れ
て
い
る
。
国
産
材

も
再
造
林
で
き
る
体
制
づ
く
り
や
そ
の
た
め
の

木
材
価
格
の
引
き
上
げ
は
、
我
々
業
界
が
統
一

し
て
目
指
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
産
材
の

価
値
を
し
っ
か
り
表
現
し
、
消
費
者
に
ご
理
解

を
得
る
べ
く
官
民
一
体
と
な
っ
て
垣
根
を
超
え

て
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
。
皆
様
か
ら
忌
憚
の

な
い
ご
発
言
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。」
と
挨

拶
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
の
意
見
の
概
要

昨
年
秋
頃
か
ら
原
木
価
格
が
上
昇
し
て
お

り
、
供
給
は
減
少
の
見
通
し
。
こ
れ
ま
で
は
原

木
価
格
が
上
昇
す
れ
ば
原
木
が
出
て
き
た
が
今

年
は
増
え
る
様
子
が
な
い
。
そ
の
原
因
に
は
、

住
宅
着
工
数
減
少
の
見
込
み
か
ら
山
の
立
木
仕

入
を
控
え
て
除
伐
な
ど
の
請
負
作
業
に
入
っ
た

こ
と
、
原
木
の
運
搬
は
山
土
場
で
の
引
取
等
条

件
が
厳
し
い
の
で
、
他
の
業
種
に
比
べ
て
運
送

業
者
を
確
保
し
に
く
い
こ
と
等
が
あ
る
。
山
側

の
業
者
や
運
送
業
者
が
長
期
的
に
安
心
し
て
投

資
や
人
材
育
成
が
で
き
る
よ
う
、
川
中
・
川
下

が
中
長
期
的
な
需
要
発
信
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
原
木
輸
送
で
は
、
昨
年
末
に
運
送
費
を

10
％
上
げ
た
、
運
送
費
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
自
社
ト
ラ
ッ
ク
を
所
有
す
る
よ
う
に
し
た
、

買
手
に
丸
太
の
単
価
の
見
直
を
受
け
入
れ
て
も

ら
っ
た
。

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
以
前
と
比
べ
る
と
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
需
要
や
原
木
輸
出
の
需
要
が

価
格
の
下
支
え
と
な
っ
て
い
る
。
合
板
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
が
原
木
の
供
給
過
多
だ
っ
た
の

で
、現
在
は
在
庫
の
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
る
。

輸
入
材
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
第
３
・
第
４

ク
ォ
ー
タ
ー
も
契
約
は
少
な
い
と
聞
い
て
お

り
、
東
京
湾
の
在
庫
は
来
年
春
に
は
10
万
㎥
を

切
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
国
内
の
メ
ー
カ
ー

は
国
産
材
で
賄
え
る
こ
と
に
気
づ
い
た
業
者
も

あ
り
、
輸
入
材
が
減
少
す
る
こ
と
に
あ
ま
り

焦
っ
て
い
な
い
様
子
。

住
宅
関
係
で
は
、
全
て
の
資
材
費
が
上
昇
し

住
宅
価
格
が
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
の
で
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
個
人
医
院
、介
護
施
設
、

事
務
所
、
店
舗
な
ど
木
造
２
階
建
て
で
建
て
ら

れ
る
非
住
宅
に
活
路
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
の

際
、
規
格
品
の
並
材
や
流
通
材
を
使
っ
て
設
計

す
る
こ
と
が
重
要
。
し
か
し
公
共
建
築
物
の
設

計
事
務
所
に
は
木
材
知
識
が
な
く
規
格
品
以
外

の
木
材
を
要
求
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
溝
を

埋
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
４
号
特
例
の
見

直
し
で
は
、
申
請
書
類
作
成
の
仕
事
が
増
え
る

こ
と
、
確
認
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
懸
念
し

て
い
る
。
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
今
年
Ｉ
Ｂ

Ｅ
Ｃ
ｓ
か
ら
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
木
造
戸
建
版
の

Ｊ－

Ｃ
Ａ
Ｔ
（
建
築
物
ホ
ー
ル
ラ
イ
フ
カ
ー

ボ
ン
算
定
ツ
ー
ル
）
を
使
う
と
、
家
を
建
て
る

際
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
国
産
材
を
使
っ
た
住
宅

の
方
が
低
い
こ
と
を
示
す
こ
が
で
き
る
こ
と
。

価
格
転
嫁
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
顧
客
に
は
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
だ
が
、
ゼ
ネ
コ
ン
や
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
は
で
き
ず
に
苦
し
ん

で
い
る
方
多
い
。

再
造
林
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
県
森
連
で
は
、

原
木
市
場
、
製
材
所
、
チ
ッ
プ
工
場
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
に
基
金
の
積
立
を
お
願
い
し
て
、

山
林
所
有
者
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
拠
出
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
行
政
か
ら
も
支
援
を

得
て
、現
在
９
割
の
補
助
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

残
り
を
森
林
環
境
税
か
ら
補
填
す
る
市
町
村
も

あ
る
。
岡
山
県
真
庭
市
で
は
、
造
林
補
助
金
に

輸
出
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
含
め
て
販
売
先
を

選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
製
材
所
は
自
分

た
ち
が
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

課
題
。
素
材
生
産
は
、
人
件
費
の
上
昇
、
燃
料

費
の
高
騰
に
よ
る
流
通
費
の
上
昇
、
機
械
の
値

上
が
り
や
修
理
費
の
上
昇
等
で
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
２
０
２
４
問
題
で
ト
ラ
ッ
ク
が
長
時
間

稼
働
で
き
な
く
な
り
、
一
日
の
間
に
大
量
に
輸

送
で
き
な
く
な
っ
た
。
木
材
を
運
ぶ
船
が
手
配

し
に
く
く
な
り
経
費
も
上
昇
し
た
。
大
型
船
の

場
合
は
、
港
に
木
材
が
大
量
に
滞
留
し
、
伐
採

か
ら
輸
送
ま
で
数
か
月
か
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
昨
年
は
災
害
や
酷
暑
で
山
の
作
業
が
遅
れ

た
。
ト
ラ
ッ
ク
が
確
保
で
き
ず
山
に
丸
太
が
大

量
に
溜
ま
っ
た
状
況
が
続
い
た
。
丸
太
を
運
ぶ

特
殊
な
ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
は
、
積
込
・
荷
下
ろ

し
が
で
き
る
運
転
手
が
必
要
だ
が
、
不
足
し
て

い
る
。
運
送
会
社
も
土
日
が
休
み
に
な
り
、
ま

た
夜
の
林
道
を
走
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
配
車

に
苦
労
し
て
い
る
。
欧
州
の
紛
争
の
状
況
如
何

で
は
、
ま
た
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
木
材
を
山
か
ら
安
定
的
に
供
給

で
き
る
運
送
体
制
や
船
の
輸
送
の
課
題
に
つ
い

て
川
上
か
ら
川
下
で
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。住

宅
・
プ
レ
カ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
住
宅
価

格
が
３
割
ほ
ど
上
昇
し
た
。
４
号
建
築
物
の
縮

小
に
よ
り
大
き
な
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
場
合
に

確
認
を
と
る
必
要
が
で
て
く
る
の
で
、
時
間
が

か
か
る
こ
と
に
な
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
件
数
が
こ

れ
ま
で
の
半
分
程
度
に
減
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
非
住
宅
は
増
え
て

く
る
の
で
非
住
宅
に
シ
フ
ト
す
る
会
社
も
み
ら

れ
る
。
価
格
競
争
が
厳
し
く
、
こ
れ
以
上
製
品

の
価
格
が
上
が
る
と
着
工
数
が
減
る
の
で
は
な

い
か
。
資
材
高
に
給
料
の
上
昇
が
追
い
つ
い
て

上
乗
せ
す
る
形
で
、
地
域
の
原
木
市
場
、
県
森

連
の
市
場
が
山
主
に
対
し
て
一
定
額
の
植
林
と

下
刈
り
経
費
を
負
担
す
る
取
決
め
を
し
て
お

り
、
森
林
組
合
が
こ
れ
に
追
加
の
支
援
を
し
て

い
る
。
こ
こ
ま
で
し
て
も
再
造
林
し
な
い
山
主

も
い
る
。
シ
カ
の
被
害
が
増
え
た
こ
と
が
森
林

所
有
者
の
再
造
林
意
欲
の
減
退
を
も
た
ら
し
て

い
る
の
で
獣
害
対
策
が
必
要
。
皆
伐
し
て
も
植

え
る
苗
木
が
な
い
、
植
え
る
人
が
い
な
い
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
木
材
製
品
の
価
格
は
川
下
で

決
ま
る
の
で
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
取
り
分
、

製
材
工
場
の
取
り
分
と
引
き
算
す
る
と
山
側
は

厳
し
い
状
況
に
な
る
。

木
材
業
界
は
物
流
問
題
や
働
き
方
改
革
で
人

件
費
が
上
昇
し
、
燃
料
費
の
高
騰
や
資
材
価
格

の
高
騰
、
人
手
不
足
等
に
よ
り
非
常
に
苦
し
い

状
況
に
あ
る
。
大
径
材
に
対
応
で
き
る
製
材
所

が
少
な
く
な
り
、
大
径
材
の
価
格
が
チ
ッ
プ
材

と
変
わ
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
大
径
材

利
用
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

○
九
州
地
区
協
議
会

令
和
７
年
１
月
22
日
に
九
州
地
区
需
給
情
報

連
絡
協
議
会（
田
中
昇
吾
会
長
、事
務
局　
（
株
）

九
州
木
材
市
場
）
を
開
催
。
座
長
は
遠
藤
日
雄

活
木
活
木
森
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
が
務
め

た
。
田
中
会
長
か
ら
「
本
協
議
会
は
毎
年
２
回

開
催
さ
れ
て
い
た
が
本
年
度
は
１
回
と
な
っ

た
。
川
上
、
川
中
、
川
下
が
一
堂
に
会
す
る
貴

重
な
機
会
な
の
で
、
皆
様
の
積
極
的
な
ご
発
言

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
。」
と
挨
拶
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
意
見
の
概
要

宮
崎
県
で
は
原
木
価
格
は
維
持
さ
れ
て
い

る
。出
材
量
は
前
年
に
比
べ
る
と
落
ち
て
い
る
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
現
場
が
奥
地
化
し
て
い
る

こ
と
、
小
規
模
化
し
て
い
る
こ
と
、
条
件
の
悪

い
現
場
が
増
え
た
こ
と
等
が
あ
る
。
山
側
で
は



（3）令和 7年 2月 1日� 　（第802号）全　市　連　時　報

■
「
令
和
6
年
度
中
央
国
有
林

材
供
給
調
整
検
討
委
員
会
」
開

催林
野
庁
は
、
令
和
６
年
11
月
６
日
、
森
林
管

理
局
の
管
轄
区
域
を
越
え
た
緊
急
的
な
供
給
調

整
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
林
業
・
木
材
産
業
関

係
者
等
か
ら
知
見
や
意
見
を
聞
く
中
央
国
有
林

材
供
給
調
整
検
討
委
員
会
を
開
催
し
た
。
委
員

会
の
検
討
結
果
及
び
委
員
か
ら
の
意
見
の
概
要

は
次
の
通
り
。

委
員
会
の
検
討
結
果

森
林
管
理
局
の
管
轄
区
域
を
越
え
た
、
緊
急

的
な
供
給
調
整
の
必
要
性
は
な
い
。
他
方
、
新

設
住
宅
着
工
数
が
振
る
わ
な
い
状
況
に
お
い

て
、
不
安
定
な
輸
入
材
の
入
荷
・
在
庫
状
況
を

は
じ
め
様
々
な
供
給
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
お

り
、
木
材
需
要
の
先
行
き
不
透
明
感
が
増
す
中

で
、
各
地
域
に
お
い
て
需
給
状
況
を
注
視
し
つ

つ
、
必
要
な
対
応
を
柔
軟
に
措
置
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

加
え
て
、
国
有
林
材
が
国
産
材
供
給
の
ベ
ー

ス
ラ
イ
ン
と
し
て
一
定
の
シ
ェ
ア
を
確
保
す
る

よ
う
努
め
る
中
で
、
国
有
林
材
全
体
と
し
て
立

木
販
売
に
よ
る
措
置
を
中
心
と
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
地
域
の
需
給
状
況
に
よ
り
即
し
た
対
応

を
行
う
こ
と
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

主
な
意
見

　（
地
域
の
需
給
状
況
）

○
北
海
道
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
製
材
工
場

は
原
木
在
庫
を
確
保
し
て
お
り
、
原
木
、
製
品

と
も
大
き
な
価
格
変
動
な
く
推
移
し
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
と
思
わ
れ
る
が
、
先

行
き
は
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
。

○
東
北
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
住
宅
着
工
戸

は
新
型
コ
ロ
ナ
過
の
２
０
２
０
年
に
大
幅
に
減

少
し
た
後
、
２
０
２
１
年
に
増
加
し
た
が
、
そ

の
後
減
少
を
続
け
、
昨
年
は
２
０
２
０
年
の
81

万
５
千
戸
を
下
回
っ
た
。
前
年
比
で
み
る
と
、

総
数
が
９
６
・
６
％
、
持
ち
家
が
９
７
・
２
％

に
減
少
し
た
。
木
造
住
宅
の
着
工
戸
数
は
、
45

万
２
千
戸
で
前
年
比
９
９
・
５
％
を
維
持
し
、

木
造
率
は
１
０
３
％
に
増
加
し
た
。
木
造
住
宅

の
内
訳
を
み
る
と
、
在
来
軸
組
み
が
34
万
６
千

戸
、
前
年
比
９
８
・
１
％
、
２
×
４
が
９
万
５

千
戸
、
前
年
比
１
０
４
・
７
で
あ
っ
た
。

お
ら
ず
、
施
主
が
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
み
に
く
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で
は
、

非
住
宅
の
割
合
が
増
え
て
10
～
15
％
に
な
っ
て

い
る
。

製
材
に
つ
い
て
は
、
非
住
宅
の
市
場
を
狙
っ

て
い
く
が
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
、
Ｅ

－

50
・
Ｅ

－

70

以
上
の
印
字
が
必
要
に
な
る
の
で
そ
れ
に
対
応

で
き
る
製
材
所
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
国
産

材
が
輸
入
材
の
シ
ェ
ア
を
食
っ
て
い
る
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
住
宅
は
小
型
化
し
て
平
屋
も
増

え
て
い
る
。
輸
入
製
材
は
、
欧
州
で
製
造
コ
ス

ト
が
上
昇
す
る
中
、
日
本
に
輸
出
し
に
く
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
春
先
以
降
は
欧
州
か
ら
の

供
給
が
減
少
す
る
と
見
通
し
て
い
る
。
製
品
安

が
続
い
て
い
る
の
で
春
先
以
降
、
製
品
価
格
を

調
整
し
た
い
。

再
造
林
に
つ
い
て
は
、
伐
採
の
際
に
伐
採
業

者
が
地
拵
え
を
行
え
ば
再
造
林
コ
ス
ト
の
削
減

に
な
る
。
そ
の
際
、
林
地
残
材
を
チ
ッ
プ
に
し

て
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
利
用
す
れ
ば
経
費
負
担

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
伐
採
業
者
が
伐
採

し
た
山
の
再
造
林
ま
で
ま
と
め
て
契
約
し
て
い

る
。
伐
採
業
者
が
再
造
林
か
ら
下
刈
り
ま
で
含

め
た
見
積
を
提
案
し
て
立
木
を
買
う
営
業
を
し

て
い
る
。
Ｃ
材
Ｄ
材
の
値
段
が
上
が
っ
た
と
し

て
も
、
材
積
で
多
く
を
占
め
る
Ａ
材
Ｂ
材
の
価

格
が
上
が
ら
な
い
と
山
に
資
金
を
返
せ
な
い
。

再
造
林
の
た
め
に
Ａ
材
Ｂ
材
の
適
正
な
価
格
の

維
持
に
努
め
て
い
る
。
木
材
市
場
が
森
林
所
有

者
と
５
年
間
の
再
造
林
の
契
約
を
結
び
再
造
林

ま
で
実
施
し
て
い
る
。

■
２
０
２
４
年
の
住
宅
着
工
戸

数
79
万
2
千
戸

２
０
２
４
年
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
総

数
で
79
万
２
千
戸
と
な
っ
た
。
住
宅
着
工
戸
数

数
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
合
板
を
は

じ
め
と
し
た
製
品
の
荷
動
き
が
低
迷
し
て
お

り
、
素
材
生
産
の
流
れ
も
悪
く
、
原
木
市
場
に

お
い
て
も
受
け
入
れ
数
量
が
減
少
し
、
価
格
も

低
下
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

○
関
東
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
夏
頃
ま
で
は

虫
害
等
の
影
響
も
あ
り
、
原
木
価
格
が
低
く
素

材
生
産
を
控
え
て
い
た
中
で
、
新
材
に
切
り
替

わ
り
、
原
木
の
引
き
合
い
が
強
ま
っ
て
お
り
、

10
月
末
か
ら
原
木
価
格
が
大
幅
に
上
が
っ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
製
品
価
格
が
上
が
っ
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。

○
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
年
初
か
ら
並

材
の
価
格
に
変
化
は
な
く
、
今
後
も
相
場
上
昇

や
需
要
増
の
兆
し
は
見
ら
れ
な
い
中
で
、
ス
ギ

丸
太
の
市
場
へ
の
入
荷
量
が
落
ち
込
ん
で
お

り
、
今
後
も
こ
の
状
況
が
続
く
も
の
と
見
込
ま

れ
る
。

○
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
住
宅
着

工
数
の
低
迷
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
板

需
要
も
増
え
る
見
込
み
が
な
い
状
況
に
あ
る

が
、
原
木
価
格
に
関
し
て
は
、
チ
ッ
プ
材
や
輸

出
需
要
が
下
支
え
と
な
り
、
今
後
も
横
ば
い
で

推
移
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

○
四
国
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
概
ね
素
材
生

産
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、
原
木
市
場
等

の
入
荷
量
は
例
年
に
比
べ
や
や
少
な
く
、
原
木

は
不
足
感
か
ら
引
き
合
い
が
あ
り
、
価
格
も
ス

ギ
は
横
ば
い
、
ヒ
ノ
キ
は
若
干
値
上
が
り
傾
向

に
あ
る
。
製
品
は
価
格
は
横
ば
い
だ
が
、
荷
動

き
は
住
宅
着
工
数
の
減
少
に
応
じ
て
低
調
で
あ

り
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。

○
九
州
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
原
木
に
不
足

感
が
あ
り
、
価
格
は
強
気
で
推
移
し
て
お
り
、

こ
の
状
況
は
し
ば
ら
く
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ

る
。

新設住宅着工戸数　速報
（戸）

年次
月別 総　数

利　用　関　係　別 木造住宅 木 造 内 訳

持　家 分　譲 貸　家 給　与 戸　数 木造率 在来軸組 プレハブ  2×4

2018年 942,370 283,235 255,263 396,404 7,468 539,394 57.2 409,873 12,533 116,988 

2019年 905,123 288,738 267,696 342,289 6,400 523,319 57.8 401,583 12,111 109,625 

2020年 815,340 261,088 240,268 306,753 7,231 469,295 57.6 365,464 10,822 93,009 

2021年 856,484 285,575 243,944 321,376 5,589 502,330 58.7 395,803 10,509 96,018 

2022年 859,529 253,287 255,487 345,080 5,675 477,883 55.6 376,506 10,144 91,233 

2023年 819,623 224,352 246,299 343,894 5,078 454,427 55.4 353,306 10,329 90,792 

2024年 792,098 218,132 225,309 342,044 6,613 452,229 57.1 346,463 10,671 95,095 

2024年
の前年
比（%）

96.6 97.2 91.5 99.5 130.2 99.5 103.0 98.1 103.3 104.7 
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（
全
般
的
な
意
見
）

○
原
木
市
場
の
入
荷
量
が
例
年
よ
り
も
少
な
く

推
移
し
て
お
り
、
原
木
の
不
足
感
か
ら
樹
材
種

に
よ
っ
て
は
価
格
が
値
上
が
り
傾
向
で
推
移
し

て
い
る
地
域
も
み
ら
れ
る
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
・
製
紙
原
料
関
係
に
関
し
て

は
、
需
要
旺
盛
で
引
き
合
い
が
強
く
、
地
域
に

よ
っ
て
は
新
規
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
働

も
あ
り
、
よ
り
競
争
が
激
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

○
新
設
住
宅
着
工
の
減
少
よ
り
も
合
板
の
減
産

ペ
ー
ス
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
合
板
価
格
の
下
落
が
継
続
し
て

い
る
。

○
合
板
は
住
宅
着
工
の
減
少
に
伴
っ
て
需
要
が

縮
小
す
る
中
、
大
手
メ
ー
カ
ー
が
シ
ェ
ア
確
保

の
た
め
の
値
下
げ
を
す
れ
ば
他
は
そ
れ
に
追
随

す
る
し
か
な
い
。

○
戸
建
て
住
宅
の
価
格
上
昇
が
見
ら
れ
る
中

で
、
木
材
製
品
の
価
格
が
下
が
っ
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
原
因
を
究
明
す
る
必
要
を
感
じ
る
。

○
木
材
需
要
の
先
行
き
が
不
透
明
な
一
方
で
、

都
市
部
の
店
舗
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
で
の
非
住

宅
内
装
や
、
イ
ベ
ン
ト
関
連
、
土
木
用
材
な
ど

の
需
要
は
堅
調
。

○
物
流
問
題
に
つ
い
て
、
中
小
運
送
事
業
者
で

は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
代
要
員
の
確
保
が
難
し
い

た
め
、
長
距
離
輸
送
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

○
輸
入
材
に
つ
い
て
は
円
安
の
影
響
で
高
値
の

製
品
の
在
庫
が
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
今
後

し
ば
ら
く
は
減
少
傾
向
で
の
推
移
に
な
る
と
見

込
ま
れ
る
。

○
丸
太
価
格
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
非

住
宅
需
要
の
獲
得
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
住
宅

建
築
に
お
け
る
国
産
材
の
シ
ェ
ア
を
あ
げ
て
い

く
こ
と
や
製
品
の
輸
出
に
向
け
た
取
組
も
重
要

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

○
木
造
建
築
に
占
め
る
比
率
を
上
げ
て
い
る
２

×
４
工
法
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
無
垢
材
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
需
要
を
国
産
材
に

取
り
込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
２
×
４
部
材

を
製
材
す
る
上
で
課
題
と
な
っ
て
い
る
採
材
長

級
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
原
木
輸
出
に
関
し
て
は
、
中
国
国
内
の
需
要

に
迫
力
が
な
く
、
ま
た
船
運
賃
の
上
昇
等
に
よ

り
採
算
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
国
内
の
大

型
工
場
で
原
木
の
受
入
制
限
が
続
い
て
い
る
状

況
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
行
わ
れ
る
見

通
し
で
あ
る
。

○
素
材
生
産
の
現
場
は
奥
地
化
が
進
み
、
生
産

コ
ス
ト
が
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
民
有
林
に
お

い
て
は
森
林
所
有
者
の
不
在
村
化
が
進
む
中
で

境
界
の
明
確
化
や
集
約
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
、

素
材
生
産
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。

○
木
材
需
要
が
停
滞
す
る
地
域
に
お
い
て
、
今

年
度
、
国
有
林
で
実
施
し
た
立
木
販
売
に
お
け

る
搬
出
期
間
の
延
長
は
需
要
調
整
に
有
効
か
つ

適
切
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
需
要
に
対
し
て
民

有
林
か
ら
の
供
給
を
増
や
す
こ
と
が
難
し
い
地

域
に
お
い
て
は
、
国
有
林
に
は
安
定
的
な
木
材

供
給
を
求
め
る
。

■
第
47
回
茨
城
県
木
材
ま
つ
り

表
彰
式
開
催

茨
城
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
（
野
上
満
正

会
長
）
は
、
１
月
17
日
、
第
47
回
茨
城
県
木
材

ま
つ
り
の
表
彰
式
を
（
株
）
ミ
ト
モ
ク
（
安
藤

裕
一
社
長
）
に
お
い
て
開
催
し
た
。
来
賓
と
し

て
茨
城
森
林
管
理
署
金
谷
範
導
署
長
、
茨
城
県

農
林
水
産
部
高
信
昭
次
長
兼
林
政
課
長
等
が
出

席
し
た
。
全
市
連
か
ら
は
柱
本
専
務
が
出
席
。

来
賓
祝
辞
の
後
、
昨
年
10
月
18
日
の
審
査
会

に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
第
47
回
茨
城
県
優
良
木

材
展
示
会
（
製
材
の
部
）
入
賞
者
の
表
彰
及
び

感
謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

当
日
は
（
株
）
ミ
ト
モ
ク
の
初
市
で
も
あ
り
、

表
彰
式
の
後
は
多
数
の
参
加
者
に
よ
る
活
発
な

競
り
が
行
わ
れ
た
。

［
製
材
品
入
賞
者
］

▽
農
林
水
産
大
臣
賞　
（
株
）
林
産　

▽
林
野

庁
長
官
賞　
（
有
）
皆
川
製
材
所　

▽
関
東
森

林
管
理
局
長
賞　
（
有
）　

鷹
野
屋　

▽
茨
城
県

知
事
賞　
（
株
）
鎌
田
製
材
所　

▽
茨
城
県
農

林
水
産
部
長
賞　
（
株
）
東
山
木
材　

▽
全
木

連
会
長
賞　

川
井
木
材
（
株
）　

▽
全
市
連
会

長
賞　
（
名
）
皆
川
材
木
店

［
製
材
品
感
謝
状
授
与
者
］

▽
茨
城
県
知
事　
（
株
）
前
川
林
業　

▽
関
東

森
林
管
理
局
長　
（
株
）
本
田
谷
田
部　

▽
茨

城
県
農
林
水
産
部
長　
（
株
）
本
田　

▽
全
木

連
会
長　
（
株
）
筑
波
材
木
店　

▽
全
市
連
会

長　
（
有
）
大
山
材
木
店

関
税
の
歴
史
は
古
く
、
古
代
エ
ジ

プ
ト
の
遺
跡
か
ら
取
引
に
10
％
の
関

税
を
か
け
る
こ
と
を
刻
ん
だ
石
柱
が

発
掘
さ
れ
て
い
る
。
古
代
ロ
ー
マ
で

は
多
様
な
品
目
ご
と
の
関
税
率
表
が

作
成
さ
れ
た
。
古
代
の
イ
ン
ド
や
中

国
で
も
関
税
を
徴
収
し
た
記
録
が
あ

る
。
日
本
で
は
江
戸
時
代
に
長
崎
で
輸
入
者
が

輸
入
額
に
応
じ
た
額
を
会
所
に
納
め
る
制
度
が

あ
っ
た
。○
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
２
月
１
日
、

カ
ナ
ダ
と
メ
キ
シ
コ
の
か
ら
の
輸
入
品
に
25
％

の
追
加
関
税
を
賦
課
す
る
統
領
令
に
署
名
し

た
。
カ
ナ
ダ
か
ら
米
国
へ
の
針
葉
樹
製
材
の
輸

出
量
は
３
千
２
百
万
㎥
／
年
で
、
カ
ナ
ダ
の
世

界
へ
の
輸
出
量
の
８
割
以
上
を
占
め
る
。
米
国

か
ら
み
る
と
カ
ナ
ダ
産
針
葉
樹
製
材
の
輸
入
量

は
米
国
が
世
界
か
ら
輸
入
す
る
同
産
品
の
８
割

以
上
を
占
め
る
。
カ
ナ
ダ
産
製
材
は
米
国
の
針

葉
樹
製
材
消
費
量
の
約
３
割
を
占
め
る
不
可
欠

な
も
の
だ
が
、
両
国
に
は
長
い
紛
争
の
歴
史
が

あ
る
。
１
９
８
０
年
代
に
米
国
は
、
カ
ナ
ダ
産

製
材
が
同
国
の
州
有
林
が
定
め
る
低
い
立
木
価

格
に
よ
り
安
価
で
米
国
に
輸
出
さ
れ
、
米
国
の

木
材
産
業
に
損
害
を
与
え
て
お
り
、
こ
れ
は
輸

出
補
助
金
に
あ
た
る
と
批
判
し
た
。
以
降
、
カ

ナ
ダ
に
よ
る
自
主
的
な
輸
出
量
の
制
限
や
米
国

に
よ
る
関
税
の
賦
課
等
が
続
い
て
い
る
。
１
９

９
０
年
代
に
は
両
国
間
に
針
葉
樹
協
定
が
締
結

さ
れ
、こ
れ
に
基
づ
い
て
協
議
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
も
カ
ナ
ダ
産
製
材
に
15
％
程
度
の
関
税
が

か
け
ら
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
産
製
材
へ
の
関
税

は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
米
国
の
消
費
者
に

必
要
な
木
材
で
あ
り
貿
易
に
大
き
な
変
動
は
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
成
り
行
き
に
よ
っ
て
は
他

国
と
の
貿
易
に
も
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
り
し

ば
ら
く
目
が
離
せ
な
く
な
り
そ
う
だ
。

雑 記 帳

表彰式の様子


